
〈表紙〉  寿長生の郷内 長屋門 暖簾
初代 芝田清次の菓子づくりの心意気をあらわした詩が書かれています。
暖簾をくぐった先には茶室や菓子売場があり、日々お客様をお迎えしています。

＜ お菓子のご注文 ＞

〒520-2266　滋賀県大津市大石龍門 4 丁目 2 番 1 号
株式会社 叶 匠寿庵　   本社 寿長生の郷

かのう　　   しょう     じゅ         あん

す な い さと

●外気温により記載の販売期間が前後する場合がございます。
●弊社の小豆は、商品の特性により産地を選んでおります。
　 〈 丹波産（京都府・兵庫県）、滋賀県産、北海道産など 〉
●掲載商品の価格には送料は含まれておりません。
●パッケージデザイン及び詰合せの内容は変更させていただく場合がございます。
●店舗により掲載商品が一部ご覧いただけない場合がございますが、
　ご注文は承りますのでお気軽にお申し付けください。
●当カタログ記載の価格は全て税込価格です。（　）内に本体価格を記載しています。
●このカタログの有効期間は 2025 年4 月中旬から 2025 年8 月下旬までとさせていただきます。
●写真はイメージです。

Address：4-2-1  Oishiryumon Otsu Shiga 520-2266 Japan

2025 年度版

インターネット
叶 匠壽庵　公式オンラインショップ
https:// onlineshop.kanou.com
※オンラインショップに掲載されている商品のみご注文いただけます

お電話
受付時間 / 9：00～16：30（水・日曜日を除く）

0120-465-320

FAX
詳細はこちらから▶

0120-869-996

受付時間 / 10：00～16：00（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

商品についてのお問い合わせ

0120-257-310お客様センター

Instagram
@kanou_shoujuan
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工
四
〇
年
、

里
山
暮
ら
し
と

夏
の
菓
子
。

す　
　

な　
　
い　
　
　
　

さ
と

100年の里山を目指す
寿長生の郷の取組み

叶
匠
壽
庵
は
三
井
寺
の
ほ
ど
近
く
︑
滋
賀
県
大
津
市
長
等
の

地
で
一
九
五
八
年
に
創
業
︒一
九
八
五
年
に
菓
子
づ
く
り
は

素
材
づ
く
り
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら﹁
農
工
ひ
と
つ
﹂を
掲
げ
︑

山
林
を
開
墾
し
︑
農
園
を
持
つ
工
場
と
し
て
大
石
龍
門
の
地
に

﹁
寿
長
生
の
郷
﹂
を
開
郷
︒今
年
で
四
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
︒

自
然
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
た
営
み
が
認
め
ら
れ
︑二
〇
二
一
年

﹃
し
が
生
物
多
様
性
取
組
認
証
制
度
﹄に
お
い
て
３
つ
星
を
取
得
︑

二
〇
二
三
年
に
は
﹁
生
物
多
様
性
の
保
全
が
図
ら
れ
て
い
る

区
域
﹂と
し
て
︑
国
の
定
め
る﹃
自
然
共
生
サ
イ
ト
﹄に
認
定

さ
れ
ま
し
た
︒私
た
ち
は
︑今
ま
で
培
っ
て
き
た
ヒ
ト
づ
く
り
や

モ
ノ
づ
く
り
︑ま
た
里
山
環
境

で
の
取
り
組
み
や
地
域
住

民
と
の
交
流
を
︑
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

繋
い
で
い
き
ま
す
︒

















営業時間は施設により異なります。
詳しくはホームページまたは 「寿長生の郷」 までお問い合わせください。
※写真の内容とは異なる場合がございます

〇TEL 077-546-3131 〇開苑時間 10 時～17 時　〇定休日 通常水曜日

寿長生の郷
ホームページ

＜梅狩り＞ 6月中旬ごろ開催予定
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本
社

叶

匠
壽
庵
が
本
社
を
構
え
る

滋
賀
県
大
津
市
大
石
龍
門
。

六
万
三
千
坪
の

自
然
豊
か
な
丘
陵
地
で
は
、

菓
子
の
原
料
で
あ
る

城
州
白
梅
な
ど
を

育
て
て
い
ま
す
。

苑
内
に
は
菓
子
売
場
、

お
茶
室
、
お
食
事
・
甘
味
処
、

ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
す
。

四
季
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
、

心
休
ま
る
ひ
と
と
き
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

明智太鼓

四
〇
周
年
を
迎
え
た
寿
長
生
の
郷
、
そ
の

歴
史
の
中
で
生
ま
れ
た
事
柄
を
少
し
だ
け

紹
介
い
た
し
ま
す
。

岐
阜
県
恵
那
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す「
明
智
太
鼓
」。そ
の
名
の

由
来
は
戦
国
武
将
の
明
智
光
秀
に
あ
り
、

出
生
の
時
や
出
陣
太
鼓
と
し
て
た
た
か
れ

た
大
変
縁
起
の
良
い
太
鼓
で
す
。戦
国
武

将
た
ち
が
ス
リ
コ
ギ
バ
チ
で
豪
快
に
舞
い

踊
り
な
が
ら
代
わ
る
代
わ
る
た
た
く
こ
と

か
ら
、〝
太
鼓
舞
い
〞と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

叶
匠
壽
庵
初
代
芝
田
清
次
が
明
智
太
鼓

保
存
会
の
方
と
の
ご
縁
で
直
接
伝
授
し
て

い
た
だ
き
、寿
長
生
の
郷
の
開
業
初
期
、お
客

様
の
前
で
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。日
本
の
伝
統
文
化
の
継
承
と
お
客

様
へ
の
お
も
て
な
し
が
感
じ
ら
れ
る
太
鼓

と
し
て
、現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

寿長生のおはなし 1

舞
い
踊
り
打
つ
、

里
山
に
太
鼓
の
響
き

寿
長
生
の
郷
四
〇
周
年

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

「
約
束
の
地
」。

初
代
芝
田
清
次
が
築
き
あ
げ
た
叶

匠
壽
庵
。そ
し
て
二
代
目
芝
田
清
邦
が

開
い
た
寿
長
生
の
郷
。月
日
を
重
ね
、

こ
こ
に
は
叶
匠
壽
庵
の
文
化
が
、業

が
、そ
し
て
心
が
満
ち
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

書画
初代 芝田清次

訪
れ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
歓
び
や

安
ら
ぎ
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
、心
を

尽
く
し
た
菓
子
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
く
こ
と
、そ
し
て
郷
土
で
あ
る
近
江

の
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
守
り
続
け

て
い
く
こ
と
。こ
の
心
を
も
っ
て
、

寿
長
生
の
郷
の
可
能
性
を
さ
ら
な
る

未
来
へ
と
紡
い
で
い
く
た
め
に
次
世

代
を
担
う
私
た
ち
が
今
す
べ
き
こ
と

を
精
一
杯
に
考
え
て
い
く
。
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